
山
や
本
屋
だ
っ
た
か
と
怪
し
ま
れ
た
何
千
冊
も
の
書
物
な
ど
は
、

あ
ま
り
浮
か
ば
な
い
で
、
床
の
間
に
立
て
か
け
て
あ
っ
た
夫
の
愛

用
の
マ
ン
ド
リ
ン
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
し
て
、
時
に
は
、
平
和

な
日
に
聴
い
た
優
し
い
音
色
だ
っ
た
り
す
る
。

人
は
絶
対
絶
命
、
生
命
の
極
限
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
時
で
も
、

心
を
占
め
る
も
の
は
決
し
て
苦
し
い
こ
と
や
、
悲
し
い
こ
と
だ
け

で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
そ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
励
ま

し
と
な
る
美
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
、
よ
り
よ
き
生
涯
を
生
き
抜
き
た
い
と
念
願
し
て
や
ま
な
い
の

で
あ
る
。

■
■
の
島
を
後
に
し
て　 

東
京
都
　
藤
浦
ム
ツ
　 

主
人
は
、
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
に
、（
当
時
台
北
市
南

門
国
民
学
校
六
年
女
子
組
の
担
任
教
師
で
、
三
月
二
十
日
に
卒
業

式
を
終
え
、
高
等
女
学
校
の
入
試
発
表
前
）
台
湾
一
三
八
七
八
部

隊
（
私
立
開
南
工
業
、
商
業
第
五
学
年
生
）
の
学
校
隊
の
内
務
班

長
と
し
て
応
召
に
な
っ
た
。
配
属
将
校
や
他
の
三
班
長
と
共
に
、

三
百
人
の
生
徒
を
引
率
し
て
、
台
北
の
北
西
五
キ
ロ
に
あ
る
五
股

国
民
学
校
を
兵
舎
と
し
、
主
な
任
務
は
、
陣
地
構
築
作
業
で
あ
っ
た
。

五
月
二
十
五
日
に
、
軍
隊
よ
り
一
週
間
の
公
休
が
出
た
の
で
、

主
人
は
、
当
番
兵
の
陳
友
義
二
等
兵
（
十
八
歳
）
と
共
に
五
股
国

民
学
校
を
下
っ
た
。
陳
さ
ん
は
、
大
稲
程
（
だ
い
と
う
て
い
）
の

豆
腐
屋
の
息
子
で
、
実
家
に
帰
っ
た
。
主
人
が
公
休
で
山
を
下
り

る
と
い
う
の
で
、
私
は
学
校
に
お
願
い
し
て
、
渓
州
国
民
学
校
の

疎
開
先
か
ら
竜
口
町
の
実
家
で
両
親
や
妹
た
ち
と
主
人
の
帰
り
を

待
っ
た
。
私
は
主
人
の
入
営
後
、
子
供
が
ま
だ
な
く
て
一
人
身
だ
っ

た
の
で
、
南
門
校
の
渓
州
疎
開
学
園
に
疎
開
し
て
い
た
。

五
月
三
十
一
日
は
、

主
人
が
休
暇
を
終
え
て
帰
営
す
る
日
で
あ
っ

た
が
、
昼
頃
か
ら
Ｂ29

に
よ
る
台
北
大
空
襲
が
あ
っ
た
。
近
く

の
台
北
一
中
に
爆
弾
が
落
ち
、
火
災
を
起
こ
し
、
そ
の
煙
が
家
の

上
空
に
広
が
っ
て
流
れ
た
。
私
は
、
家
の
裏
庭
の
防
空
壕
に
父
母

や
妹
た
ち
と
主
人
と
一
緒
に
息
を
ひ
そ
め
て
空
襲
の
終
わ
る
の
を

待
っ
た
。
裏
庭
の
水
槽
に
台
北
一
中
の
近
く
に
落
ち
た
爆
弾
の
破

片
が
飛
ん
で
き
て
、
真
っ
二
つ
に
割
れ
て
、
中
に
入
っ
て
い
た
金

魚
や
魚
が
と
び
出
し
た
。



三
時
頃
空
襲
解
除
に
な
り
、
主
人
が
兵
舎
に
帰
る
の
で
途
中
ま

で
送
っ
て
行
く
と
、
台
北
一
中
校
舎
は
爆
弾
に
よ
る
火
災
で
ひ
ど

く
焼
け
て
お
り
、
そ
の
前
の
台
北
植
物
園
内
の
建
功
神
社
の
鳥
居

も
爆
弾
で
吹
き
飛
び
、
植
物
園
前
の
南
門
国
民
学
校
前
の
道
路
に

は
、
直
径
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
す
り
ば
ち
状
の
爆
弾
の
跡
が
あ
っ

て
、
空
襲
の
す
さ
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

主
人
が
兵
舎
に
戻
る
と
、
陳
友
義
二
等
兵
が
帰
営
し
て
い
な
い

の
で
、
翌
朝
十
人
の
学
徒
兵
と
共
に
兵
舎
を
出
て
、
大
稲
程
の
陳

友
義
二
等
兵
の
家
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
大
稲
程
の
家
の
近
く

で
聞
く
と
、
一
家
の
入
っ
て
い
た
防
空
壕
に
爆
弾
が
落
ち
て
全
員

死
亡
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

家
の
近
く
に
大
き
な
煙
突
が
あ
っ

て
、
そ
こ
を
目
が
け
て
爆
弾
を
落
と
し
た
と
い
う
人
も
い
た
。
同

行
の
学
徒
生
全
員
で
弔
意
を
表
し
、
市
の
依
頼
で
爆
死
し
た
者
三

百
人
余
り
の
遺
体
を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
の
を
手
伝
っ
て
、
三
枚
橋

墓
地
に
埋
葬
し
て
死
者
の
霊
を
葬
っ
た
と
い
う
。

終
戦
の
紹
書
を
主
人
は
五
股
の
兵
舎
で
聞
き
、
私
は
渓
州
の
疎

開
学
園
で
聞
い
た
。
こ
れ
で
戦
争
も
終
わ
っ
た
と
思
う
安
堵
と
、

何
か
心
の
中
に
空
虚
な
む
な
し
さ
を
感
じ
た
。
主
人
は
、
残
務
整

理
が
あ
っ
て
帰
宅
し
た
の
は
十
月
の
中
旬
で
あ
っ
た
。
南
門
国
民

学
校
に
復
職
し
た
が
、
学
校
は
す
で
に
中
国
の
警
察
学
校
に
な
っ

て
い
た
。
児
童
数
二
千
数
百
人
も
い
た
南
門
国
民
学
校
は
、
寿
国

民
学
校
に
合
併
さ
れ
て
い
た
。
内
地
に
引
き
揚
げ
る
人
も
い
て
、

南
門
国
民
学
校
の
児
童
数
は
減
少
し
て
い
た
。
主
人
は
、
六
年
男

女
組
の
担
任
と
な
っ
た
が
、
学
級
の
児
童
数
は
四
十
人
ぐ
ら
い
で

当
時
と
し
て
は
少
な
か
っ
た
。

日
本
へ
の
引
き
揚
げ
が
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
に
集
結

と
決
ま
っ
た
。
そ
の
間
主
人
は
学
校
へ
、
私
は
義
妹
の
店
へ
手
伝

い
に
行
っ
た
。
夜
八
時
頃
家
に
帰
っ
て
く
る
と
、
行
き
ど
ま
り
の

道
を
入
る
と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
う
ど
公
学
校
の
裏
門
の
と
こ
ろ
で
門

番
を
し
て
い
た
中
国
か
ら
き
た
兵
隊
が
私
の
ほ
う
に
ピ
ス
ト
ル
を

向
け
た
。
私
は
ド
キ
ッ
と
し
て
二
、
三
軒
先
が
私
達
の
家
な
の
で
、

私
の
家
、
私
の
家
と
く
り
返
し
て
言
っ
た
が
、
中
国
人
に
は
日
本

語
が
わ
か
ら
ず
、
私
は
あ
わ
て
て
マ
イ
ホ
ー
ム
、
マ
イ
ホ
ー
ム
と

言
い
な
が
ら
家
の
ほ
う
を
指
さ
す
と
、
そ
れ
ま
で
ピ
ス
ト
ル
を
向

け
て
い
た
の
を
や
め
て
く
れ
た
の
で
、
家
に
と
び
こ
み
、
鍵
を
か

け
、
電
気
を
消
し
て
し
ば
ら
く
静
か
に
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
三
、

四
日
し
た
夜
、
家
に
帰
っ
て
み
る
と
鍵
が
こ
わ
さ
れ
て
、
二
人
の

レ
イ
ン
コ
ー
ト
や
着
物
等
が
盗
ま
れ
て
い
た
。
台
湾
人
の
古
着
屋



を
見
て
ま
わ
っ
た
が
見
あ
た
ら
な
い
。

引
き
揚
げ
の
日
、
集
結
場
所
の
東
本
願
寺
に
集
ま
っ
た
。
台
湾

人
の
共
学
生
（
学
級
に
二
、
三
人
い
た
）
が
見
送
り
に
き
て
く
れ

た
。
基
隆
港
よ
り
リ
バ
テ
ィ
ー
に
乗
船
し
た
。

同
僚
で
後
輩
の
潮
地
さ
ん
（
故
人
）
一
族
も
一
緒
で
あ
っ
た
。

私
は
妊
娠
三
か
月
で
あ
っ
た
の
で
、
日
本
へ
の
旅
、
一
週
間
あ
ま

り
気
分
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
が
、

和
歌
山
県
田
辺
港
に
入
港
し
た
。

親
戚
は
東
京
都
内
に
多
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
戦
争
の
た
め
近

県
に
疎
開
し
て
い
た
。
義
母
と
義
弟
（
昭
和
二
十
年
十
月
、
八
王

子
空
襲
で
殉
職
死
亡
）
の
待
つ
東
京
芝
浦
電
気
株
式
会
社
小
向
工

場
の
社
宅
、
悟
雲
荘
に
落
ち
つ
い
た
。
主
人
は
す
ぐ
に
東
芝
小
向

工
場
総
務
課
に
勤
め
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
、
い
ち
お
う

生
活
は
安
定
し
た
が
、
妊
娠
中
に
私
に
出
る
栄
養
品
（
バ
タ
ー
や

チ
ー
ズ
）
な
ど
も
す
べ
て
切
符
制
で
、
し
か
も
行
列
買
い
で
あ
っ

た
。
会
社
で
は
、
土
曜
日
は
買
い
出
し
休
暇
と
し
て
く
れ
た
の
で
、

毎
週
主
人
は
、
埼
玉
県
の
羽
生
付
近
ま
で
食
料
品
の
買
い
出
し
に

行
っ
た
。
し
か
し
、
義
弟
も
死
亡
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
い
つ

ま
で
も
東
京
小
向
工
場
社
宅
に
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、

私
が
以
前
三
井
物
産
台
北
支
店
に
勤
め
て
い
た
関
係
で
、
主
人
は

東
京
中
央
区
の
三
井
物
産
機
械
部
月
島
工
場
（
自
動
車
修
理
工
場

従
業
員
数
百
人
）
の
庶
務
課
に
つ
と
め
、
そ
の
構
内
に
あ
る
社
宅

に
住
む
こ
と
が
で
き
た
。
土
曜
日
は
買
い
出
し
休
暇
日
で
あ
っ
た

の
で
、
主
人
は
近
県
に
食
料
品
の
買
い
出
し
に
大
わ
ら
わ
で
あ
っ

た
。

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
に
長
女
が
月
島
工
場
内
で
誕
生
し
た
。

私
の
戦
争
体
験
記　 

沖
縄
県
　
牧
野
清
　 

発
病
・
召
集
・
入
院
闘
病
生
活
の
記

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
本
海
軍
は
真
珠
湾
を
攻
撃
。
日

米
開
戦
。
こ
の
翌
日
私
の
父
強
羨
は
死
ん
だ
。
享
年
七
十
九
歳
で

あ
っ
た
。
当
時
私
は
、
業
務
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
台
湾
石
炭
統

制
株
式
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
。

昭
和
六
年
二
十
二
歳
で
渡
台
し
た
。
こ
の
地
に
自
ら
の
新
し
い

人
生
を
築
く
た
め
で
あ
っ
た
。
就
職
難
の
時
代
で
は
あ
っ
た
が
、

幸
い
に
台
湾
総
督
府
殖
産
局
商
工
課
に
採
用
さ
れ
、

夜
学
で
勉
強
、

翌
昭
和
七
年
五
月
文
官
普
通
試
験
に
合
格
、
昭
和
十
四
年
任
官
し




